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論文内容の要旨
1 章では研究における背景・目的および、 「身体」とそれを取り巻く「環境j の位置関係により実際に様々な視覚
変化が形成されていることを実例から示し、本論を通して得られる意義について述べた。また、本論文全体の章構成
の解説を行った。 2 章では本論文における既往の研究との位置づけを行った。建築・都市に関して、①実感される視
体験をあつかった言説、理論、研究②デザイナーによる手法、言説を紹介した。既往研究を概観する中で、都市にお
ける視体験を扱った既往の研究で、は微視的な変化かっ個別の遮蔽関係(実感される視体験)についてあまり議論され
てこなかったこと、しかしその一方で近年デザイナーの設計手法に多く取り入れられつつあるという事実から本研究
領域の重要性を示した。 3 章では 4 章、 5 章での分析に共通する定義などを解説した。ここで本研究の基礎理論であ
る「生態学的視覚論J 、 「生態幾何学J の解説、語句の定義を行った。
4 章と 5 章にて本論での主たる論考を行った。 4 章では建築空間を、 5 章では都市空間をそれぞれ対象とした。 4
章では建築空間の中で開口の配置と見え方の関係についての分析(身体に対する開口の位置・大きき・形態と視覚的
な変化の相関関係、開口が室内空間に及ぼす視覚的な効果の定義)を行った。まず、歩行して近づく際の見え方の変
化を記述した。つぎに、開口によりつながれた二つの室空間を設定し開口の配置が両室を視覚的にどのようにつなぐ
かについて調査した。その結果、
・開口の位置、身体との関係性によって開口を構成する水平成分と垂直成分の流れ方が違うこと。
-水平成分の変化は視線高さとの位置関係つまり地面からの距離に支配され、垂直成分の変化は身体の動き、選択す
る道筋との関係で閉じ縁が可逆的に入れ替わること。
-以上の観点によると、開口は 40 のタイプに分類することができること。
・それぞれの開口の配置は隣室に関して把握できる要素数の違いをそれぞれの観察点にもたらすこと。つまり、開口
タイプにより室空間は隣室に関する連続牲という意味で異なった領域ごとに分割されること。
などが明らかになった。 5 章では都市空間を対象に調査を行った。また、ここから都市を歩行する際の実体験の記述、
その言語化をめざした。具体的には①VTR による自由散策調査により特徴的な手前・奥の遮蔽関係をサンプリングし、
都市を歩行する際に、実際にどのような視覚的変化が起こっているのかを記述した(調査 1 )。②歩行する身体とそ
れを取り巻く都市環境の配置関係から視覚現象を分析すると、視覚現象は環境のレイアウトと身体の関係でおおよそ
????
記述できることがわかった。ここで、これらを汎用できる手法(言語)へとつなげる為、詳細に面と面の位置関係と
現れる視覚変化のタイプを類型化した。この結果、都市で起こる遮蔽現象を 16 の言語で記述することができた(調
査 2) 。最後に 6 章において全体の総括とまとめを行い、今後の展望、期待を示した。
論文審査の結果の要旨
本論文は、生態学的視覚論に基づいた、身体と物的要素の配列に関する新たな幾何学である「生態幾何学」を建築
と都市のデザインに適用する試みである。具体的には、建築の内部空間と都市空間を対象として、「身体J とそれを
取り巻く「環境」の位置関係によって生じる視覚的変化のタイプとその性質について分析し、環境デザインへの適用
について考察している。得られた結果を要約すると以下の通りである。
(1) 既往文献のサーベイから、見え方やシークエンスが大きな主題で、あった建築・都市に関する研究分野の中で、身
体の微少な動きに対応する微視的な変化、とりわけ個別の遮蔽関係について十分に議論されてこなかったこと、一方
で近年デザイナーがこれらの現象を設計に取り入れつつある状況を明らかにし、本研究の位置づけと重要性を示して
いる。
(2) 建築空間における壁の開口の分析から、位置、身体との関係性によって開口を構成する水平成分と垂直成分の光
学的な流れ方が違うこと、水平成分の変化は視線高さに支配され、垂直成分の変化は身体の動く道筋との関係で同じ
縁が可逆的に入れ替わること、これらの観点から建築内部の開口は 40 のタイプに分類できることを明らかにしてい
る。
(3) 二つの室空間を設定し開口の配置が両室を視覚的にどのようにつなぐかを調査分析し、個々の開口の配置は隣室
に関して把握できる要素数の違いをそれぞれの観察点にもたらすこと。つまり、開口タイプにより室空間は隣室に関
する連続性という意味で、異なった領域ごとに分割されることを明らかにし、その構造を表現する手法を提案している。
(4) 現実の都市空間を対象にしたフィールド調査から、特徴的な手前・奥の遮蔽関係をサンプリングし、都市を歩行す
る際に、実際にどのような視覚的変化が起こっているのかを記述して「沈み込みJ rすりより J r浮遊」などのタイプ
を発見している。更にこれらを汎用化するために、面と面の詳細な位置関係と、現れる視覚変化のタイプを類型化し
た結果、都市で起こる遮蔽現象を記述するための 16 の言語を提案し、これらがどのような物的要素と身体との位置
関係によって生ずるかを明らかにしている。
以上のように、本論文は、建築内部の開口と都市空間を対象として、身体と物的要素の配列が生み出す視覚的流動
のパタンを詳細に整理し、建築と都市を構成しデザインするための新たな幾何学言語に関する貴重な知見を提出して
おり、建築計画、都市計画の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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